


組み⽴てにあたって、部品の共通性・互換性を持たせるために、取り付け⽳が
余分にあけてあります。相⼿に⽳のない所はボルト締めの必要はありません。
各取り付け⽳は、組み⽴てを容易にするために余裕を持たせてあります。⽚寄
った締め⽅をすると、部品が⼊らなかったり⽳が合わない場合がありますので、
この場合はネジをゆるめ調整してください。

地ならし、地固めを⼗分にしてコンクリートブロックを基礎図に従い、⽔準器を使って⽔平に設置します。
※基礎が水平に置かれていない場合には、戸当たりが悪くなったり、雨もり等の原因になることがあります。

※強風地、軟弱な地盤、寒冷地等は、地域の実情に合わせた基礎にしてください。

1.基礎施工

安全確保のため、転倒防止工事には十分注意してください。　

組立順序のご説明

<置基礎図>
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A寸法：100～150mmに対応

基礎詳細
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<布基礎図>

…アンカーボルト位置を示す …床下換気口を示す C.B…コンクリートブロックを示す  

［単位：mm］
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※機種により基礎の大きさが異なります。

　 下表を参照ください。
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［単位：mm］

　

a,b,c…屋根の出幅を示す(a=52,b=97,c=77)

C.B:コンクリートブロック(100×190×390 , 100×190×190)を示す…屋根のラインを示す…組立後現場打コンクリートを示す …扉面を示す

詳細図面は当社ホームページの図面ダウンロードより入手してください。
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下図は扉タイプを示す。

※ドアタイプの場合、扉の出80mmは不要です。

下図は扉タイプを示す。

※ドアタイプの場合、扉の出80mmは不要です。
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